
別添１

No 該当ページ 現計画（案） 修正(案）

13 風水害等対策編
P159の1）特別警報につ
いて

暴風、大雨、高潮、大雪、波浪等が原因で重大な災害の危
険性が著しく高まっている場合、岡山地方気象台が最大限
の警戒を呼びかけるため、発表するものである。大雨特別
警報は何らかの災害がすでに発生している可能性が極めて
高く、命を守るための最善の行動をとる必要があることを
示す警戒レベル５に相当。高潮特別警報は避難が必要とさ
れる警戒レベル４に相当。

大雨、大雪、暴風、暴風雪、波浪、高潮が特に異常である
ため重大な災害が発生するおそれが著しく大きいときに、
岡山地方気象台がその旨を警告して行う予報である。大雨
特別警報は災害が発生又は切迫している状況であり、命の
危険が迫っているため直ちに身の安全を確保する必要があ
ることを示す警戒レベル５に相当。高潮特別警報は危険な
場所からの避難が必要とされる警戒レベル４に相当。

14 風水害等対策編
P160の2）気象警報につ
いて

暴風、大雨、高潮、大雪、波浪、洪水等が原因で重大な災
害が起こるおそれがあると予想されるとき、岡山地方気象
台が警戒を呼びかけるため、発表するものである。高潮警
報は避難が必要とされる警戒レベル４に相当。大雨警報
（土砂災害）及び洪水警報は、高齢者等の避難が必要とさ
れる警戒レベル３に相当。

大雨、洪水、大雪、暴風、暴風雪、波浪、高潮により、重
大な災害が発生するおそれがあるときに、岡山地方気象台
がその旨を警告して行う予報である。高潮警報は危険な場
所からの避難が必要とされる警戒レベル４に相当。大雨警
報（土砂災害）及び洪水警報は、高齢者等は危険な場所か
らの避難が必要とされる警戒レベル３に相当。

15 風水害等対策編
P160の3）気象注意報に
ついて

強風、大雨、高潮、大雪、波浪、洪水等が原因で災害が起
こるおそれがあると予想されるとき、岡山地方気象台が注
意を呼びかけるため、発表するものである。大雨及び洪水
注意報、高潮注意報は警戒レベル２。なお、高潮注意報は
高潮警報に切り替える可能性が高い旨に言及されている場
合は、高齢者等の避難が必要とされる警戒レベル３に相
当。

大雨、洪水、大雪、強風、風雪、波浪、高潮等により、災
害が発生するおそれがあるときに、岡山地方気象台がその
旨を注意して行う予報である。大雨及び洪水注意報、高潮
注意報は警戒レベル２。なお、高潮注意報は高潮警報に切
り替える可能性が高い旨に言及されている場合は、高齢者
等の避難が必要とされる警戒レベル３に相当。

16 風水害等対策編
P160の4）気象情報につ
いて

気象の予報等について、特別警報・警報・注意報に先立っ
て注意を喚起する場合や、特別警報・警報・注意報が発表
された後の内容を補完して、現象の経過や予想、防災上の
注意を解説する場合等に発表する。台風情報、大雨情報等
がある。

気象の予報等について、特別警報・警報・注意報に先立っ
て注意を喚起する場合や、特別警報・警報・注意報が発表
された後の経過や予想、防災上の留意点が解説される場合
等に発表される。台風情報、大雨情報等がある。

17 風水害等対策編
P160の5）土砂災害警戒
情報について

気象業務法（昭和27年法律第165号）及び災害対策基本法
(昭和36年法律第223号)並びに土砂災害防止法（平成12年
法律第57号）に基づき、大雨により土砂災害発生の危険度
がさらに高まったとき、岡山県と岡山地方気象台が厳重な
警戒を呼びかける必要性を協議の上、共同で発表するもの
である。避難が必要とされる警戒レベル４に相当。なお、
この土砂災害警戒情報の発表単位は市町村単位である。

大雨警報（土砂災害）の発表後、命に危険を及ぼす土砂災
害がいつ発生してもおかしくない状況となったときに、市
町村⻑の避難指示の発令判断や住⺠の⾃主避難の判断を⽀
援するため、対象となる市町村を特定して警戒が呼びかけ
られる情報で、岡山県と岡山地方気象台から共同で発表さ
れる。市町村内で危険度が高まっている詳細な領域は土砂
キキクル（大雨警報（土砂災害）の危険度分布）で確認す
ることができる。危険な場所からの避難が必要とされる警
戒レベル４に相当。

18 風水害等対策編
P160の6）記録的短時間
大雨情報について

大雨警報発表中の二次細分区域において、キキクル（危険
度分布）の「危険」（紫）が出現し、かつ数年に一度程度
しか発生しないような猛烈な雨（１時間雨量）が観測（地
上の雨量計による観測）又は解析（気象レーダーと地上の
雨量計を組み合わせた分析）されたときに、気象庁から発
表される。この情報は、土砂災害及びや浸水害、中小河川
の洪水災害の発生につながるような、稀にしか観測しない
雨が降っている状況であり、実際に災害発生の危険度が高
まっている場所をキキクルで確認する必要がある。

大雨警報発表中に数年に一度程度しか発生しないような猛
烈な雨（１時間降水量）が観測(地上の雨量計による観測)
又は解析(気象レーダーと地上の雨量計を組み合わせた分
析)され、かつ、キキクル（危険度分布）の「危険」
（紫）が出現している場合に、気象庁から発表される。こ
の情報が発表されたときは、土砂災害及び、低地の浸水や
中小河川の増水・氾濫による災害発生につながるような猛
烈な雨が降っている状況であり、実際に災害発生の危険度
が高まっている場所をキキクルで確認する必要がある。
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19 風水害等対策編
P160の7）⻯巻注意情報
について

積乱雲の下で発生する⻯巻、ダウンバースト等による激し
い突風に対して注意を呼びかける情報で、雷注意報が発表
されている状況下において⻯巻等の激しい突風の発生する
可能性が高まったときに発表される。この情報の有効期間
は、発表から概ね１時間である。

積乱雲の下で発生する⻯巻、ダウンバースト等による激し
い突風に対して注意が呼びかけられる情報で、⻯巻等の激
しい突風の発生しやすい気象状況になっているときに、天
気予報の対象地域と同じ発表単位（県南部、北部）で気象
庁から発表される。なお、実際に危険度が高まっている場
所は⻯巻発生確度ナウキャストで確認することができる。
また、⻯巻の⽬撃情報が得られた場合には、⽬撃情報が
あった地域を示し、その周辺で更なる⻯巻等の激しい突風
が発生するおそれが非常に高まっている旨を付加した情報
が天気予報の対象地域と同じ発表単位で発表される。
この情報の有効期間は、発表から概ね１時間である。

20 風水害等対策編
P161の８）大雨・洪水
警報の危険度分布等につ
いて

土砂キキクル（大雨警報（土砂災害）の危険度分布）
大雨による土砂災害発生の危険度の高まりの予測を、地図
上で１km四方の領域ごとに５段階に色分けして示す情
報。２時間先までの雨量分布及び土壌雨量指数の予測を用
いて常時10分ごとに更新しており、大雨警報（土砂災害）
や土砂災害警戒情報等が発表されたときに、どこで危険度
が高まるかを面的に確認することができる。
・「危険」（紫）：避難が必要とされる警戒レベル４に相
当。
・「警戒」（赤）：高齢者等の避難が必要とされる警戒レ
ベル３に相当。
・「注意」（⻩）：避難に備えハザードマップ等により災
害リスク等を再確認するなど、⾃らの避難行動の確認が必
要とされる警戒レベル２に相当。
※「災害切迫」（⿊）：警戒レベル５緊急安全確保の発令
対象区域の絞り込みに活用

土砂キキクル（大雨警報（土砂災害）の危険度分布）
大雨による土砂災害発生の危険度の高まりの予測を、地図
上で１km四方の領域ごとに５段階に色分けして示す情
報。２時間先までの雨量分布及び土壌雨量指数の予測を用
いて常時10分ごとに更新しており、大雨警報（土砂災害）
や土砂災害警戒情報等が発表されたときに、危険度が高
まっている場所を面的に確認することができる。
・「災害切迫」（⿊）：命の危険があり直ちに安全確保が
必要とされる警戒レベル５に相当。
・「危険」（紫）：危険な場所からの避難が必要とされる
警戒レベル４に相当。
・「警戒」（赤）：高齢者等は危険な場所からの避難が必
要とされる警戒レベル３に相当。
・「注意」（⻩）：ハザードマップによる災害リスクの再
確認等、避難に備え⾃らの避難行動の確認が必要とされる
警戒レベル２に相当。

20 P161の８）大雨・洪水
警報の危険度分布等につ
いて

浸水キキクル（大雨警報（浸水害）の危険度分布）
短時間強雨による浸水害発生の危険度の高まりの予測を、
地図上で１km四方の領域ごとに５段階に色分けして示す
情報。１時間先までの表面雨量指数の予測を用いて常時10
分ごとに更新しており、大雨警報（浸水害）等が発表され
たときに、どこで危険度が高まるかを面的に確認すること
ができる。

浸水キキクル（大雨警報（浸水害）の危険度分布）
短時間強雨による浸水害発生の危険度の高まりの予測を、
地図上で１km四方の領域ごとに５段階に色分けして示す
情報。１時間先までの表面雨量指数の予測を用いて常時10
分ごとに更新しており、大雨警報（浸水害）等が発表され
たときに、危険度が高まっている場所を面的に確認するこ
とができる。
・「災害切迫」（⿊）：命の危険があり直ちに安全確保が
必要とされる警戒レベル５に相当。
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20 風水害等対策編
P161の８）大雨・洪水
警報の危険度分布等につ
いて

洪水キキクル（洪水警報の危険度分布）
指定河川洪水予報の発表対象ではない中小河川（水位周知
河川及びその他河川）の洪水害発生の危険度の高まりの予
測を、地図上で河川流路を概ね１kmごとに５段階に色分
けして示す情報。３時間先までの流域雨量指数の予測を用
いて常時10分ごとに更新しており、洪水警報等が発表され
たときに、どこで危険度が高まるかを面的に確認すること
ができる。
・「危険」（紫）：避難が必要とされる警戒レベル４に相
当。
・「警戒」（赤）：高齢者等の避難が必要とされる警戒レ
ベル３に相当。
・「注意」（⻩）：避難に備えハザードマップ等により災
害リスク等を再確認するなど、⾃らの避難行動の確認が必
要とされる警戒レベル２に相当。

洪水キキクル（洪水警報の危険度分布）
指定河川洪水予報の発表対象ではない中小河川（水位周知
河川及びその他河川）の洪水害発生の危険度の高まりの予
測を、地図上で河川流路を概ね１kmごとに５段階に色分
けして示す情報。３時間先までの流域雨量指数の予測を用
いて常時10分ごとに更新しており、洪水警報等が発表され
たときに、危険度が高まっている場所を面的に確認するこ
とができる。
・「災害切迫」（⿊）：命の危険があり直ちに安全確保が
必要とされる警戒レベル５に相当。
・「危険」（紫）：危険な場所からの避難が必要とされる
警戒レベル４に相当。
・「警戒」（赤）：高齢者等は危険な場所からの避難が必
要とされる警戒レベル３に相当。
・「注意」（⻩）：ハザードマップによる災害リスクの再
確認等、避難に備え⾃らの避難行動の確認が必要とされる
警戒レベル２に相当。

20 P161の８）大雨・洪水
警報の危険度分布等につ
いて

流域雨量指数の予測値
水位周知河川及びその他河川の各河川を対象として、上流
域での降雨によって、下流の対象地点の洪水危険度がどれ
だけ高まるかを示した情報。６時間先までの雨量分布の予
測（降水短時間予報等）を取り込んで、流域に降った雨が
河川に集まり流れ下る量を計算して指数化した「流域雨量
指数」について、洪水警報等の基準への到達状況に応じて
危険度を色分けし時系列で表示したものを、常時10分ごと
に更新している。

流域雨量指数の予測値
指定河川洪水予報の発表対象ではない中小河川（水位周知
河川及びその他河川）の、上流域での降雨による、下流の
対象地点の洪水危険度の高まりの予測を、洪水警報等の基
準への到達状況に応じて危険度を色分けした時系列で示す
情報。６時間先までの雨量分布の予測（降水短時間予報
等）を用いて常時10分ごとに更新している。

22 風水害等対策編
P162の氾濫発生情報に
ついて

・氾濫が発生したときに発表される
・新たに氾濫が及ぶ区域の住⺠の避難誘導や救援活動等が
必要となる。

氾濫が発生したとき、氾濫が継続しているときに発表され
る。新たに氾濫が及ぶ区域の住⺠の避難誘導や救援活動が
必要となる。
災害がすでに発生している状況であり、命の危険が迫って
いるため直ちに身の安全を確保する必要があることを示す
警戒レベル５に相当。

23 風水害等対策編
P162の氾濫危険情報に
ついて

・氾濫危険水位に達したとき
・氾濫危険水位を超える状態が継続しているとき

氾濫危険水位に到達したとき、氾濫危険水位以上の状況が
継続しているとき、または３時間先までに氾濫する可能性
のある水位に到達すると見込まれるときに発表される。
いつ氾濫が発生してもおかしくない状況、避難等の氾濫発
生に対する対応を求める段階であり避難指示の発令の判断
の参考とする。危険な場所からの避難が必要とされる警戒
レベル４に相当。
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24 風水害等対策編
P162の氾濫警戒情報に
ついて

・氾濫危険水位に到達すると見込まれるとき
・避難判断水位に到達し、氾濫危険水位に到達すると見込
まれるとき
・避難判断水位に到達し、さらに水位の上昇が見込まれる
とき
・氾濫危険情報を発表中に、氾濫危険水位を下回ったとき
（避難判断水位を下回った場合を除く）。
避難判断水位を超える状態が継続しているとき（水位の上
昇の可能性がなくなった場合を除く）。

氾濫危険水位に到達すると見込まれるとき、避難判断水位
に到達しさらに水位の上昇が見込まれるとき、氾濫危険情
報を発表中に氾濫危険水位を下回ったとき（避難判断水位
を下回った場合を除く）、避難判断水位を超える状況が継
続しているとき（水位の上昇の可能性がなくなった場合を
除く）に発表される。
高齢者等避難の発令の判断の参考とする、高齢者等は危険
な場所からの避難が必要とされる警戒レベル３相当。

25 風水害等対策編
P163の氾濫注意情報に
ついて

・氾濫注意水位に到達し、さらに水位の上昇が見込まれる
とき
・氾濫注意水位以上で、かつ避難判断水位未満の状態が継
続しているとき
・避難判断水位に到達したが、水位の上昇が見込まれない
とき。

氾濫注意水位に到達しさらに水位の上昇が見込まれると
き、氾濫注意水位以上でかつ避難判断水位未満の状況が継
続しているとき、避難判断水位に到達したが、水位の上昇
が見込まれないときに発表される。
ハザードマップによる災害リスクの再確認等、避難に備え
⾃らの避難行動の確認が必要とされる警戒レベル２相当。

26 風水害等対策編
P163の特別警戒水位
（氾濫危険水位）につい
て

水防法に基づき、国土交通大⾂、県知事又は市⻑が、洪水
により相当な損害を生ずるおそれがあるものとして指定し
た河川、下水道、海岸において、現に洪水、雨水出水又は
高潮による災害の発生を特に警戒すべき特別警戒水位に達
したとき、国土交通大⾂、県知事又は市⻑から関係機関等
に避難指示等の⽬安として通知される情報。

水防法に基づき国土交通大⾂、県知事又は市⻑が定めた
「水位周知河川」「水位周知下水道」又は「水位周知海
岸」において、洪水、雨水出水又は高潮による災害の発生
を特に警戒すべき特別警戒水位に達したときに、中国地方
整備局（岡山河川事務所、関係県⺠局）又は市町村が関係
機関等にその旨通知するもの。

27 風水害等対策編
P163の水防警報につい
て

水防法に基づき、国土交通大⾂又は県知事が、洪水、津波
又は高潮により重大な損害が生じる可能性があると認めて
指定した河川・湖沼及び海岸において、現に水位又は流量
あるいは海面潮位が注意及び警戒を必要とする基準に達し
た、あるいは達すると認められるとき、国土交通大⾂又は
県知事が発表するもの。

水防法に基づき、国土交通大⾂若しくは県知事が指定する
河川、湖沼又は海岸において、洪水、津波、又は高潮によ
る被害の発生が予想されるとき、岡山河川事務所⻑又は関
係県⺠局⻑が水防活動を行う必要があると認めて発表する
ものである。

67 地震・津波災害対策編
P162の（3）津波警報等
について

気象庁は、地震が発生した時は地震の規模や位置を速やか
に推定し、これらを基に沿岸で予想される津波の高さを求
め、津波による災害の発生が予想される場合には、地震が
発生してから約３分を⽬標に大津波警報、津波警報又は津
波注意報（以下これらを「津波警報等」という）を発表す
る。なお、大津波警報については、津波特別警報に位置付
けている。津波警報等とともに発表する予想される津波の
高さは、通常は数値で発表する。
ただし、地震の規模（マグニチュード）が８を超えるよう
な巨大地震は地震の規模を数分内に精度よく推定すること
が困難であることから、推定した地震の規模が過小に見積
もられているおそれがある場合は、予想される津波の高さ
を定性的表現で発表する。予想される津波の高さを定性的
表現で発表した場合は、地震発生からおよそ15分程度で求
められる地震規模をもとに予想される津波の高さを数値で
示したものを新たに発表する。

気象庁は、地震が発生した時は地震の規模や位置を速やか
に推定し、これらをもとに沿岸で予想される津波の高さを
求め、地震が発生してから約３分を⽬標に大津波警報、津
波警報又は津波注意報（以下これらを「津波警報等」とい
う。）を津波予報区単位で発表する。
津波警報等とともに発表する予想される津波の高さは、通
常は５段階の数値で発表する。ただし、地震の規模がマグ
ニチュード８を超えるような巨大地震に対しては、精度の
よい地震の規模をすぐに求めることができないため、津波
警報等発表の時点では、その海域における最大の津波想定
等をもとに津波警報等を発表する。その場合、最初に発表
する大津波警報や津波警報では、予想される津波の高さを
「巨大」や「高い」という言葉を用いて発表し、非常事態
であることを伝える。予想される津波の高さを「巨大」な
どの言葉で発表した場合には、その後、地震の規模が精度
良く求められた時点で津波警報等を更新し、津波情報では
予想される津波の高さも数値で発表する。
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68 地震・津波災害対策編
P163の（4）津波情報に
ついて

津波警報等を発表した場合には、各津波予報区の到達予想
時刻や予想される津波の高さ、各観測点の満潮時刻や津波
の到達予想時刻等を津波情報で発表する。

気象庁は、津波警報等を発表した場合には、各津波予報区
の津波の到達予想時刻や予想される津波の高さ、各観測点
の満潮時刻や津波の到達予想時刻等を津波情報で発表す
る。
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